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1. 四半期財務情報の作成等に係る事項 

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無            ： 有 

・税金費用について、簡便な方法を採用しております。 

②最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無            ： 無 
 

2．平成 19 年 3 月期第 1 四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4 月 1日～平成 18 年 6 月 30 日） 

(1)経営成績の進捗状況                           （百万円未満切捨て） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期(当期) 

純 利 益 

19年 3月期第1四半期 

百万円 ％

7,406 (10.0）

百万円 ％

333 (30.5）

百万円 ％ 

334 (28.1） 

百万円 ％

192 (28.7）

18年 3月期第1四半期 6,733 (24.2） 255 (44.1） 261 (45.7） 149（37.7）

(参考)18 年 3 月期 27,959 962 969 502 

(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。 

 
1 株当たり 四 半 期

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり四半期（当期）純利益  

19年 3月期第1四半期 

円 銭

4,726 62

円 銭

4,722 33

18年 3月期第1四半期 3,673 96 ― ―

(参考)18 年 3 月期 11,816  85 11,797 79

(注)1.平成 17 年 5 月 20 日付をもって普通株式 1 株を 2 株に分割しており、1株当たり四半期純利益は株式分割が

期首に行われたと仮定して計算しております。 

  2.平成 18 年 2 月 1日をもって子会社 1 社を吸収合併いたしました。よって当期は連結財務諸表の作成は行っ

ておりません。 

[経営成績の進捗状況に関する定性的情報等] 

当第１四半期における我が国経済は、企業収益の改善と設備投資の増加にともない雇用情勢も改善した

状況が続く中、回復基調で推移しました。このような状況下における当社業績は、中部地区経済の好況を

背景にほぼ計画通り推移いたしました。特に当社が重点的に取り組んでおります付加価値の高い専門事業

分野に関しましては、大幅な成長となりました。また、昨年秋から本格的に取り組みを開始いたしました

値上げ交渉も徐々に効果が顕在化し、利益率の改善をはかることができました。一方で、広告費の一部を

第 2 四半期以降の投入に振り向けるなど、販管費も計画に対し若干抑制することができました。 

 以上の結果、売上高は 74 億 6 百万円（前年同期比 10.0％増）、経常利益は 3 億 34 百万円（同 28.1％

増）、四半期純利益は 1 億 92 百万円（同 28.7％増）となりました。 
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(2)財政状態の変動状況                             

 

 
総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 

19年 3月期第1四半期 

百万円

6,953 

百万円

3,536 

   ％ 

50.9   

円 銭

86,687 50 

18年 3月期第1四半期 6,140 3,096 50.4   75,885 62 

(参考)18 年 3 月期 7,271 3,457 47.5  84,238 81 

  

[財政状態の変動状況に関する定性的情報等] 

当第 1 四半期末における財政状態は、前会計年度末から比較いたしますと、資産の部では、流動資産が

2 億 86 百万円減少して 55 億 43 百万円となり、固定資産は 32 百万円減少して 14 億 10 百万円となりまし

た。この結果、総資産は 69 億 53 百万円となりました。 

 負債の部は、流動負債が 4 億 7百万円減少して 30 億 90 百万円となり、固定負債は 10 百万円増加して 3

億 26 百万円となりましたので、負債合計は 34 億 16 百万円となりました。 

 また、純資産の部は利益剰余金の増加等により 79 百万円増加し、35 億 36 百万円となりました。これに

より当第 1四半期末の自己資本比率は 50.9％となり、前会計年度末から 3.4 ポイント増加いたしました。 

 

○添付資料 

 （要約）四半期貸借対照表、（要約）四半期損益計算書 

以上 

[参 考] 

平成 19 年 3 月期の業績予想（平成 18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 

中 間 期 

百万円

15,300 

百万円 

470 

百万円

260 

通  期 31,800 1,100 620 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）15,196 円 08 銭 

* 上記の予想は、本資料の発表日現在における入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因

に係る仮定を前提としています。実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能

性があります。 
 

[業績予想に関する定性的情報等] 

業績予想につきましては平成 18 年 5 月 22 日公表の数値を修正しておりません。 
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[添付資料] 

 

１．（要約）四半期貸借対照表 

                                        （単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成19年3月期

第 1四半期末） 

前年同四半期 

（平成 18 年 3 月期

第 1四半期末） 

増 減 
（参考） 

平成 18 年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

1 現金及び預金 1,993 1,288 705  2,255

2 受取手形及び売掛金 3,294 3,060 233  3,357

3 貯蔵品 23 21 1  23

4 前払費用 71 63 7  50

5 繰延税金資産 127 83 44  127

6 その他 33 19 14  14

 貸倒引当金 △0 △0 △0  △0

流動資産合計 5,543 4,536 1,007 22.2 5,829

Ⅱ 固定資産      

1 有形固定資産   

 (1)建物 128 124 3  132

 (2)車両運搬具 22 24 △1  24

 (3)器具備品 94 100 △6  98

 (4)土地 3 48 △44  3

有形固定資産合計 249 297 △48 △16.3 259

2 無形固定資産 203 166 37 22.3 214

3 投資その他の資産   

 (1)投資有価証券 163 132 30  182

(2)関係会社株式 ― 264 △264  ―

 (2)差入保証金 369 359 10  370

 (3)繰延税金資産 141 101 39  133

 (4)施設利用会員権 70 70 ―  70

 (5)長期性預金 200 200 ―  200

 (6)その他 13 11 1  12

  貸倒引当金 △1 ― △1  △0

投資その他の資産合計 957 1,140 △182 △16.0 969

固定資産合計 1,410 1,604 △193 △12.1 1,442

  資産合計 6,953 6,140 813 13.2 7,271
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                                         （単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 19年 3月期

第 1四半期末） 

前年同四半期 

（平成 18 年 3 月期

第 1四半期末） 

増 減 
（参考） 

平成 18 年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      

1 短期借入金 100 100 ―  ―

2 未払金 120 118 1  249

3 未払費用 1,939 1,792 146  2,078

4 未払法人税等 147 120 27  318

5 未払消費税等 344 310 33  386

6 預り金 303 268 35  270

7 賞与引当金 129 80 49  189

8 その他 5 8 △3  5

流動負債合計 3,090 2,799 290 10.4 3,497

Ⅱ 固定負債      

1 役員退職慰労引当金 176 167 9  174

2 退職給付引当金 149 77 72  141

固定負債合計 326 244 82 33.6 316

負債合計 3,416 3,044 372 12.2 3,814

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本   

1 資本金 683 ― ― ― ―

2 資本剰余金 673 ― ― ― ―

3 利益剰余金 2,138 ― ― ― ―

株主資本合計 3,496 ― ― ― ―

Ⅱ 評価・換算差額等   

1 その他有価証券評価差額金 40 ― ― ― ―

評価・換算差額等合計 40 ― ― ― ―

純資産合計 3,536 ― ― ― ―

負債、純資産合計 6,953 ― ― ― ―

（資本の部）   

Ⅰ 資本金 ― 683 ― ― 683

Ⅱ 資本剰余金 ― 673 ― ― 673

Ⅲ 利益剰余金 ― 1,715 ― ― 2,047

Ⅳ その他有価証券 
評価差額金 

― 22 ― ― 51

資本合計 ― 3,096 ― ― 3,457

負債及び資本合計 ― 6,140 ― ― 7,271
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２．（要約）四半期損益計算書 

                                         （単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 19 年 3 月期 

 第 1四半期） 

前年同四半期 

（平成 18 年 3 月期

  第 1四半期） 

増 減 
（参考） 

平成 18 年 3月期科  目 

金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 7,406 6,733 673 10.0 27,959

Ⅱ 売上原価 6,004 5,509 494 9.0 22,922

売上総利益 1,402 1,223 178 14.6 5,037

Ⅲ 販売費及び一般 

  管理費 
1,068 968 100 10.4 4,074

営業利益 333 255 78 30.5 962

Ⅳ 営業外収益 0 5 △4 △84.5 11

Ⅴ 営業外費用 0 0 0 △36.1 4

経常利益 334 261 73 28.1 969

Ⅵ 特別利益 ― ― ― ― 0

Ⅶ 特別損失 0 ― 0 ― 109

税引前四半期（当期）

純利益 
333 261 72 27.9 860

税金費用 140 111 29 26.9 357

四半期（当期）純利益 192 149 42 28.7 502

 

 

 

四半期財務情報の作成のための基本となる事項 

 当社は、中間財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資家等の利害関係者の判断を大きく誤

らせない範囲で一定の簡便な手続きを採用しております。 

 

（簡便な手続きの内容） 

税金費用の計算方法 

 四半期会計期間に係る税金費用については、税引前四半期純利益を基礎として算出される四半期会計期間の負

担すべき税額を計上しております。 
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